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 「拉致問題」と聞いて、日本のどれ程の人が知っているであろうか。私は昨年、全校道

徳の授業で、アニメ「めぐみ」を観た。その時、子どもの権利条約カードを初めて手にし

た。そのカードには、子どもが安心して毎日を暮らすための国際条約が書かれていた。 

 当時十三歳だった横田めぐみさんは、下校途中、北朝鮮に拉致された。そして、めぐみ

さんの日常が急停止し、輝かしい未来までが突然、閉ざされた。「めぐみ」を観ている私に

も、めぐみさんの恐怖感と深い悲しみが伝わり、胸が痛んだ。 

 私は以前から拉致問題について少しは知っていたが、「めぐみ」を観てから、一層拉致問

題について深く知りたくなった。また、子どもの権利条約が、めぐみさんにも守られるべ

き権利だったのではないかと思え、いち早く拉致問題が解決してほしい気持ちが増した。 

 その後、私は拉致問題に関するテレビの番組や新聞記事に多く目を向けるようになった。 

 特に今年の二月にテレビで観た番組が印象的で心に残った。それは、拉致被害者とその

家族が拉致を知らない若者たちと対談する番組だった。「突然、自分の家族がいなくなった

らどうするか。」これは、拉致被害者とその家族が若者たちに質問した言葉だ。「探す」「警

察に行く」「ＳＮＳで情報収集」と様々な意見が出た。私ならその三つとも選ぶ。愛する家

族のために。家族がいる幸せは、当たり前のことではないのである。 

 さらにこの番組で、めぐみさんの母の横田早紀江さんが拉致問題の解決に向けて訴えて

いた。「娘が戻ってくるまで頑張り続ける。」早紀江さんの必死な思いが私の心を強く打っ

た。拉致は、誰にでもありうることで、残された家族の苦悩を自分の立場に置き換えると、

とても辛く感じるのである。 

 また、地方新聞で、拉致被害者とその家族の拉致問題の解決に向けた署名や募金活動、

講演や集会が紹介された記事を読んだ。その活動に参加する大半が、いつも高齢の人ばか

りだと分かった。それは拉致問題が四十年以上も前のことなので、若い世代は知らない人

の方が多いからかもしれないと思った。 

 だから私は、拉致問題を風化させないように、今後も若い世代につなげていきたい。そ

のために、今できることを提案したい。まず、若い世代に拉致問題について広める。若い

世代を対象に、拉致問題の解決に向けた集会を数多く開いたらどうだろうか。そこで拉致

問題を学び、興味を持つ機会を増やす。また拉致被害者とその家族の活動の手助けをする

ために、若い世代のボランティアを募ることも必要だろう。 

 めぐみさん他拉致被害者の帰国を願い、国民が心を一つにして、拉致問題について意識

を高め、解決につながることを切に願う。 


